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取りりり付けけけ要領

取りりり付けけけ
付属部品
すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手順 内容 数量 用途

1 必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行います。

ワイヤハーネス 1
ケーブルタイ 8
インジケーターライトモデル04510および
04520のみ 1

音声アラーム 1
2

補給口 1

リークディテクタタンクの設置を準備す
る。

リークディテクタのタンク 1
オイルレベルセンサー 1
リング 1
バルブホース 1
タンクバルブホース 1
六角ヘッドボルト¼" x 2" 2
シールドブラケット 1
ホースクランプ 4
ソレノイドバルブアセンブリ 1
ジャンパケーブル 1
ストレートフィッティング 1
90° 油圧フィッティング 2
90°油圧フィッティングビード加工 1
遅延タイマーディーゼルモデル用 1
ねじ⅝" 1
ロックナット 1
オイルレベルカバーディーゼルモデル
のみ

1

オイルレベルカバーガソリンモデルのみ 1
オイルレベルカバーGreensmaster 3250
モデルのみ

1

オーバーフローホース 1

3

イモねじクランプ 2

リークディテクタタンクを取り付ける。
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手順 内容 数量 用途

プラグ 14 ディップスティック 1
リークディテクタタンクの設置を完了す
る。

5 必要なパーツはありません。 – リークディテクタが正常に作動することを
確認する。

1
マママシシシンンンののの準備ををを行ううう
必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
1. 平らな場所に駐車する。
2. 駐車ブレーキを掛ける。
3. エンジンを止め、キーを抜き取る。
4. エンジンが冷えるのを待つ。
5. バッテリーの接続を外す; マシンのオペレーター

ズマニュアルを参照。

2
リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタタタタンンンクククののの設置
準備
こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 ワイヤハーネス

8 ケーブルタイ

1 インジケーターライトモデル04510および04520のみ

1 音声アラーム

1 補給口

手順
1. コンソールアームカバーを固定している六角ねじ

を外してカバーを取り外す。

注 コンソールアームカバーとねじ類は保管する。
2. ライトインジケータとアラームのリード線をコンソー

ルアーム内に配置し、メインワイヤ ハーネスを
シートの下からマシンの反対側まで通し、次に左
側のレールに沿ってシートの後ろまで通し、オイ
ルレベルセンサーとソレノイドバルブのリード線が

メイン油圧タンクの近くになるように、ワイヤハー
ネスを配線する (ディーゼルモデルのみ)。
ワイヤハーネスとコネクタの位置については図
1を参照。

g237783

図 1
図示されていないパーツがあります。

1. インジケーターライトコネク
タ

3. リークディテクタソレノイド/
スイッチコネクタ

2. オーディオアラームコネクタ 4. タイムディレイコネクタ

3. ディーゼルモデルの場合ケーブルタイを使ってこ
のハーネスをメインのワイヤハーネスおよびフレー
ム部材に縛り付け、ハーネスが可動部や高音部
に触れる危険がないことを確認してください。

4. モデル04510および04520の場合、コンソール
アームパネルのプラグを取り外し、インジケー
ターライトを挿入します。

5. モデル04510および04520の場合、インジケータ
ライトコネクタをメインワイヤハーネス (ガソリンモ
デルのみ) またはキットワイヤハーネス (ディーゼ
ルモデルのみ) に接続します。

6. 音声アラームをコンソールアームフレームに取り
付ける図 2。
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g016172

図 2

1. コンソールアームフレーム 3. ねじ山付きリング
2. 音声アラーム

7. 音声アラームのコネクタをメインのワイヤハーネ
スに接続ガソリンモデルの場合またはキットから
敷設したハーネスに接続するディーゼルモデル
の場合。

8. オーバーフローホースが付いている場合は、クラ
ンプのイモねじをゆるめてオーバーフローホース
を外す図 3。

注 オーバーフローホースとホースクランプは廃
棄します。

g236811

図 3

1. イモねじクランプ 2. オーバーフローホース

9. タンクカバーをメイン油圧タンクに固定しているボ
ルト4本、ワッシャー、スペーサー、およびゴム
製ワッシャーを取り外す。

注 ボルト、スペーサー、ワッシャーは、後でリー
クディテクタータンクをメイン油圧タンクに固定する
ために保管しておく。

10. メイン油圧タンクからタンクカバーを取り外す。
11. 油圧オイルタンクにプラグが付いている場合はプ

ラグを取り外す図 4を参照。

g236699

図 4

1. プラグ 2. 補給口

12. ゴム製のハトメにジョウゴを取り付ける図 4。
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3
リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタタタタンンンクククををを取りりり
付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 リークディテクタのタンク

1 オイルレベルセンサー

1 リング

1 バルブホース

1 タンクバルブホース

2 六角ヘッドボルト¼" x 2"

1 シールドブラケット

4 ホースクランプ

1 ソレノイドバルブアセンブリ

1 ジャンパケーブル

1 ストレートフィッティング

2 90° 油圧フィッティング

1 90° 油圧フィッティングビード加工

1 遅延タイマーディーゼルモデル用

1 ねじ⅝"

1 ロックナット

1 オイルレベルカバーディーゼルモデルのみ

1 オイルレベルカバーガソリンモデルのみ

1 オイルレベルカバーGreensmaster 3250モデルのみ

1 オーバーフローホース

2 イモねじクランプ

手順
1. 付属部品の中から、マシンに合うオイルレベルカ

バーを探し出す。

オイルレベルカバーは、ガソリンモデル用とディー
ゼルモデル用の 2種類があります。ディーゼルモ
デル用のカバーはガソリンモデル用よりも長く、D
と刻印されている場合もあります。

2. ⅝"ネジとロックナットを使って、オイルレベル
カバーに遅延タイマーを取り付けるディーゼル
TriFlexモデルおよびGreensmaster 3250モデル
のみ。図 5または図 6を参照してください。

g237885

図 5
ディーゼルTriFlexマシン

1. ロックナット 4. オイルレベルカバーディー
ゼルTriFlex

2. 遅延タイマー 5. メイン油圧タンク
3. ねじ⅝"

g570366

図 6
Greensmaster 3250マシン

1. ロックナット 4. オイルレベルカバー
Greensmaster 3250

2. 遅延タイマー 5. メイン油圧タンク
3. ねじ⅝"

3. オイルレベルカバーを所定の位置にセットします
が、メイン油圧タンクにはまだ固定しないでくだ
さい (図 5)。

4. ソレノイドバルブの前後に油圧フィッティング90°2
個を取り付ける図 7。

注 ホースを接続したときにホースが地表面と平
行になるように、90° 油圧フィッティングの角度
調整を行う。
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g546395

図 7

1. ソレノイドバルブ 2. 90°油圧フィッティング2個

5. 90°ビード付きの油圧フィッティングをメイン油圧タ
ンクに取り付ける図 8。

g546678

図 8

1. オイルレベルカバー 4. 六角ヘッドボルト
2. 90°油圧フィッティングビー

ド加工付きをここに入れ
る。

5. ソレノイドバルブアセンブリ

3. シールドブラケット

6. P02というラベルの付いたジャンパーケーブルコ
ネクタをソレノイドに取り付ける。P01というラベ
ルの付いたジャンパーケーブルコネクタをメイン
ワイヤーハーネスに接続する。

g546694

図 9

1. ソレノイド 3. P01というラベルの付いた
コネクタ

2. P02というラベルの付いた
コネクタ

7. タンクバルブ ホースの一端を、ウォームドライブ
クランプを使ってソレノイドバルブの前面に接続さ
れた 90°油圧継手に取り付ける。

8. ウォームドライブクランプをタンクバルブホースの
もう一方の端に取り付ける。

9. ソレノイドバルブアセンブリをオイルレベル カバー
の上から下げながら、タンクバルブホースの自
由端をメイン油圧タンクの 90°ビーズ付き油圧
継手に接続する。

10. オイルレベルカバーとソレノイドバルブアセンブリ
を、六角ボルト2本とシールドブラケットを使ってメ
イン油圧タンクに取り付ける図 5。

注 ボルトを取り付ける前に、ボルトの先端のねじ
部の 2山か 3山に固着防止コンパウンドを塗布
してください。

11. ボルトを 3-7 N·m0.5-0.7 kg.m = 30-60 in-lbに
トルク締めする。

12. タンクバルブホースの端部を、90°油圧フィッティ
ングビード加工付きに接続し、イモねじクランプ
で固定する。

13. ストレート油圧継手をリークディテクタタンクの下
側の開口部に取り付ける図 10。
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g016176

図 10

1. ストレート油圧継手 2. リークディテクタのタンク

14. バルブホースの端部を、ソレノイドバルブの後側
に取り付けた 90°油圧フィッティングに接続し、
イモねじクランプで固定する。

15. ウォームドライブクランプをバルブホースの自由端
にかぶせ、バルブホースの端をリークディテクタタ
ンクのストレート油圧フ継手に固定する。

16. ウォームドライブクランプ2個を使って、オーバー
フローホースをリークディテクタタンクと油圧タン
クに固定する (図 3) 。

17. ディーゼルモデルの場合遅延タイマーのコネクタ
をワイヤハーネスのコネクタに接続する。

18. ソレノイドバルブコネクタを、ワイヤーハーネス上
の“Leak Detector Solenoid”とマークされたコネ
クタに接続する。

19. メイン油圧タンクからプラグを取り外す(図 11)。

g016177

図 11

1. メイン油圧タンクからプラグ
を取り外す。

2. ナットについている矢印2個

20. 油圧オイルレベルセンサーに O リングを取り付け
て油圧オイルタンクに取り付ける図 11。

重要油圧オオオイイイルルルレレレベベベルルルセセセンンンサササーーーををを固定すすするるるナナナッッットトト
ののの両側にににあああるるるイイインンンジジジケケケーーータタターーー矢印ががが下向きききにににななな
るるるよよようううにににすすするるる (図 11)。

21. オイルレベルセンサーのコネクタを、ワイヤハー
ネスのコネクタLeak Detector Switch という表示
があるに接続する。

22. 先ほど取り外したボルト4本、ワッシャー、スペー
サー、ゴム製ワッシャーを使って、リークディテク
タタンクをメイン油圧タンクに固定する。

23. ボルトを 3.4-6.7 N·m0.5-0.7 kg.m = 30-60 in-lbに
トルク締めする。

24. すべてのフィッティングがゆるみなく締まっている
ことを確認する。
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4
取りりり付けけけををを完了すすするるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 プラグ

1 ディップスティック

手順
1. ブリーザーを取り外して廃棄し、メイン油圧タンク

に作動油を補充する (図 12)。

g016178

図 12

1. プラグブリーザを捨ててこ
のプラグをつける

3. 点検窓

2. ここでメイン油圧タンクを作
動油で満たす。

2. ブリーザに代えてプラグを取り付ける図 12。
3. 図 13 に示す位置でディップスティックを切断す

る。切断面は必要に応じてバリを除去してなめ
らかにする。

g236710

図 13

1. 95 mm 3. 適切な作動油レベル
2. ここでディップスティックを
切断

4. 次のように、リークディテクタタンクの特性に応じ
てリークディテクタタンクを充填する
• リークディテクタタンクに視認窓があああるるる場合
液面が覗き窓の中央になるまで、リークディ
テクタタンクに作動油を充填する。

• リークディテクタタンクに視認窓がななないいい場合:
ディップスティックの充填マークの中央になる
まで、リークディテクタタンクに作動油を充填
する。図 13を参照方。

5. リークディテクタタンクにディップスティックを取
り付ける図 14。

g236731

図 14

1. ディップスティック 2. リークディテクタのタンク
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6. 先ほど外した六角ねじを使ってコンソールアーム
カバーを取り付ける。

7. バッテリーを接続する; マシンのオペレーターズマ
ニュアルを参照。
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5
リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの作動確認

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの動作原理
リークディテクタシステムは、油圧オイルのリークを早
期に発見し、オペレータに知らせます。メイン油圧リ
ザーバー内の液面が118177 ml低下すると、タンク内
のフロートスイッチが閉じます。秒後にアラームが作
動してオペレータに異常の発生を知らせます図 17。
マシンの動作による通常の加熱でオイルが膨張した場
合、オイルは補助オイルリザーバーに移動します。そ
して、エンジンを停止させると、逃がされていたオイル
がメインタンクに戻されます。

g229108

図 15
始動前オイルは低温

1. 補給プラグ 5. 警告ブザー鳴らない
2. 補給管 6. オイルレベル低温時
3. オーバーフローチューブ 7. 電磁リターンバルブ開
4. リークディテクタのタンク 8. フロートスイッチ上昇スイッ

チ開

g229109

図 16
通常時オイルは高温

1. オイルレベル高温時 3. 警告ブザー
2. 電磁リターンバルブ閉 4. フロートスイッチ上昇スイッ

チ開

g229110

図 17
オイル漏れ発生時

1. フロートスイッチ下降閉
オイル量が 118-177 ml低
下

3. オイルレベル高温時

2. 警告ブザー

シシシススステテテムムムののの動作ををを確認すすするるる
1. イグニッションスイッチをオンの位置にし、リーク

ディテクタスイッチを後方に動かして保持する。秒
後にアラームが鳴れば正常である。

2. リークディテクタスイッチから手を離す。

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの動作ををを確認すすするるる
1. 始動キーをON位置にセットする。エンジンは始
動させない。
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2. 油圧オイルタンクの首からキャップを取り外す。
3. 汚れのついていない鉄の棒やねじ回しなどをタン

クの首から差し込んで、フロートスイッチ図 18を
押し下げる1秒後にアラームがなれば正常。

g229112

図 18

1. 汚れのない棒やドライバ 3. フロートスイッチを押す。
2. 警告ブザー

4. 押さえていたフロートを離すアラームが停止す
れば正常。

5. 油圧オイルタンクにキャップを取り付ける。
6. 始動キーをOFF位置にもどして終了。

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの動作
リークディテクタアラームは、次のいずれかの理由で
鳴る場合があります
• 118-177 ml のオイル漏れが発生した。
• メインタンクの中のオイルの温度が下がったため
に、メインタンク内部のオイルの体積が 118-177
ml 少なくなった。

アラームがなったら作業をできるだけ早く中止してオイ
ル漏れがないか点検してください。グリーンで作業中
にアラームが鳴った場合には、まずグリーンから退避
してください。リークを放置したまま作業を続行しな
いでください。

オイル漏れが発見されず、誤報が疑われる場合には、
車両のスイッチを一度 OFF にしてください。1-2分すれ
ばオイル量が安定します。そして安全な場所でもう一度
リークのないのを確認してから作業を再開してください。

オイル体積の減少による誤警報は、作業後に長時間
のアイドリングをしているときに起こりやすいのです。ま
た、油圧系に大きな負担を掛けた後に軽い作業に切
り換えた場合にも、誤警報が起こりやすくなります。

誤警報を避けるには、一度エンジンを停止させてし
まうのが確実です。
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